
鞍馬 明日に向かって

京都環境賞（大賞）

活 動
テーマ

若者と共に実生の風倒木を活用し
鞍馬山の多様な森林生態系を守る

台風で大きな被害を受けた鞍馬山の森林復旧や再生に向け，
高校生をはじめ未来を担う若者や専門家，高齢者施設などが連携し，
地域と共に自然から学びながら活動している。鞍馬山の自然が育
んだ木の魅力を通し自然を思いやる心ある人たちが集まり，唯
一無二の存在としてたくさんの人の成長や化学反応が生まれている。

① 積み木や景品，木工作品，家具などへの風倒木の活用と

電車内での展示や駅舎でのワークショップなどの情報発信

② 防鹿柵の設置や植樹などの森林再生に向けた活動
③ ドローンなどを用いた台風による風倒木や地形調査と分析

活動内容

沿線の高校・大学
と叡電鞍馬駅で
風倒木のワーク
ショップを開催

専門家と一緒に
山の再生を助ける

高校生がドローンで台風
と倒木の関連を調査中

有志と学生が共に
風倒木へ新たな
命を吹き込でいく

風倒木の
秘密基地

森林専門学科の高校
生と施設の高齢者に
よるオブジェの共同
制作の様子


